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業績予想の修正及び営業外費用（為替差損）の増加に関するお知らせ 

 

 

2022 年５月 13 日に公表いたしました 2023 年３月期通期連結業績予想について、下記の通り修正いたしました

のでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 2023 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（2022 年 4 月 1 日～2023 年３月 31 日） 

（単位：百万円、％）  

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） １５，１００ ７５  ３０  ５ 
円 銭 

４.９８ 

今回修正値（Ｂ） １５，６００ ２００ ７０ ２０ １８.９０ 

増減額（Ｂ－Ａ） ５００ １２５    ４０    １５       ― 

増 減 率 ３．３ １６６．７ １３３．３ ３００．０    ― 

（ご参考）前回実績 

（2022 年 3 月期） 
１４，２３７ △２６７ △２７４ △３０６ △３０４.９５ 

 

２． 修正の理由 

当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、合成樹脂成形関連事業・物流機器関連事業とも、新型

コロナウイルスの影響により低迷しておりましたが、顧客の業績回復や受注拡大に努め積極的な営業活動を

展開した結果、売上高が増加しました。利益面では原価低減の推進等が功を奏して、営業利益・経常利益・

親会社株主に帰属する当期純利益は当初予想より上回る見込みであり上方修正することにいたしました。 

 

（注） 上記の業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今

後の様々な要因によって異なる結果となる可能性があり、予想数値を修正する必要が生じた場合は、速やかに

お知らせいたします。  

 

 

 



３． 営業外費用(為替差損)の内容 

第２四半期連結累計期間（2022年４月 1日～2022年９月 30日）において、為替差損 46,669千円を計上

しました。（2022 年 11 月 11 日付適時開示「2023 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想と実績値と

の差異及び営業外費用の発生に関するお知らせ」をご参照ください。）第３四半期連結会計期間では、さら

に急激な外国為替変動により、海外子会社間の連結相殺消去を実施する際に発生した為替差額と、外貨

建て債権債務の簿価と、期末為替レートの評価額との差額により、為替差損１億 5,483 千円を計上すること

となりました。 

なお、上記の金額は 2023 年３月期第３四半期末時点での為替相場による為替差損であり、今後の為替

相場の状況によりこの額は変動いたします。 

 

以 上 


